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平均気温
真夏日（最高気温25℃以上）

＝過去最高（多）

２０２５年
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8月最高気温 真夏日 熱帯夜

⇒ 仙台の夏の暑さはどんどん厳しくなっている

８月最高気温
4.0℃アップ

（日）（℃）

31.6℃

35.6℃

真夏日
21日増加

熱帯夜
10日増加
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13日

34日

２０２５年
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環境省（2019年）



関西電力ホームページ
https://www.kepco.co.jp/sp/energy_supply/energy/kou/if/content04-2.html

地球の気温は温室効果がないと−18.7℃
地球の気温は温室効果があるから＋14.5℃
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ジョゼフ・フーリエ男爵
Joseph Fourier

フランスの数学者・物理学者
（1768年 - 1830年）

ジョン・ティンダル
John Tyndall

（1820年 - 1893年）
アイルランド出身の

物理学者および登山家

大気は、降り注ぐ太陽放射に対して
は透明であるのに、地表から出る上
向きの地球放射に対しては、ガラス
板のような障害となって、その地球
放射の大部分を大気上端に達しない
うちに捉えて逃がさないのだろう

温室効果があるから
地球は温かい

窒素や酸素などの主要気体成分は長
波放射を吸収しないが、水蒸気、二
酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、
オゾンといった主要成分とはいえな
い気体成分が長波放射を吸収・射出
し、温室効果を発揮する

主要な温室効果ガスは、
水蒸気、CO2、メタン！

真鍋 淑郎「大気の温室効果の発見！ そこにはあの偉大な科学者の名前が！」（2022.06.16）https://gendai.media/articles/-/96061

約200年前！

約160年前！
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より多くの赤外線を吸収し
熱が溜まっていく

関西電力ホームページ
https://www.kepco.co.jp/sp/energy_supply/energy/kou/if/content04-2.html

7



気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 6 次評価報告書 第 1 作業部会報告書（自然科学的根拠） 政策決定者向け要約（SPM）の概要より
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産業革命以前に比べて

すでに1.09℃
自然起源はほぼ0℃

最新の数字ではすでに1.5℃上昇…



ウェザーニュース「地球温暖化のウソ？ ホント？（8）“産業革命以降”CO2が大量に増えたって本当？」（2024年6月22日）
https://weathernews.jp/news/202406/180235/images/?n=002

9



10

人為起源のCO2の累積排出量

気
温
の
上
昇

IPCC
AR6
図SPM.10

気温の上昇とCO2累積
排出量がほぼ比例関係
＝ CO2排出が増えると

気候変動が進行

いつ出しても、
どこで出しても、

同じ１トンで
温度が上がる
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ネパール人は日本人の
１６分の１しか

CO2を出していないのに、
甚大な気候変動の影響を受けた

これは正義！？

ネパール人の一人当たりCO2排出量 0.53トン（2022年）
日本人の一人当たりCO2排出量 8.26トン（2022年）



2023年3月
IPCC第６次評価報告書
統合報告書（最新！）

13

今、生まれた子は
CO2をまだ出して

いないのに
気候変動の

影響を受ける

これは正義！？
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人為起源のCO2の累積排出量

気
温
の
上
昇

IPCC
AR6
図SPM.10

気温の上昇とCO2累積
排出量がほぼ比例関係
＝ CO2排出が増えると

気候変動が進行

気候変動がもたらす
地域間・世代間格差

気候正義 Climate Justice
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IGES 気候変動ウェビナーシリーズ「COP26 結果速報：グラスゴーで決まったこと」（2021年11月19日）
https://www.iges.or.jp/jp/events/20211119



2025年7月出版
≪異常気象が普通になる世界≫
・日本は四季の国から「二季の国」になる
・人智を越えた新たな豪雨災害
・予測不可能な台風の進路
・夏の気温は４０度が当たり前
・冷夏は来ない
・日本の夏は猛暑と豪雨
・災害で物流が止まる

https://www.bio.mie-u.ac.jp/cate/happenings/post-202505232135.html

立花 義裕
【所属】
大学院生物資源学研究科 共生環境学専攻 教授
【略歴】
北海道道大学 大学院理学研究科・地球物理学専攻 博士後
期課程 修了。博士（理学）。
その後、北海道大学低温科学研究所・ワシントン大学・
海洋研究開発機構等を経て、2008年より現職。
【専門】
気象学・気候力学・大気科学・地球環境 17



世界全体では
2℃（パリ協定）

から1.5℃へ
↓

2℃は2100年ゼロ
1.5℃は2050年ゼロ

↓
2050年以降

しばらくマイナス！

COP26@グラスゴー
2021年11月
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